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• コアファシリティ構築支援プログラムについて

• 研究データマネジメントの試行

• 今後の展開
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コアファシリティ構築支援プログラム

⚫ 早稲田大学は、【先端研究基盤共
用促進事業】コアファシリティ構築支
援プログラムを2020年度に受託。
➢ 先端設備・機器の共用化の促
進を目指した文科省（JST）
事業

⚫ コアファシリティで取得される研究
データを対象に、研究データマネジメ
ントを試行。
➢ 試行の知見を2021年度採択
大学の協力機関として横展開
する計画

2020年度採択（5大学）
北大、東工大、金沢大、山口大
早稲田大

2021年度採択（10大学）
東京農工大学、他
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機関長（総長）

研究力強化本部

研究基盤整備部会
（責任者：研究推進担当理事）

物性計測センター 分子構造解析、結晶構造解析、
表面構造解析、元素・熱分析
などに関する装置を整備

主な研究装置
・透過型電子顕微鏡
・走査型電子顕微鏡
・核磁気共鳴装置
・X線回折装置
・質量分析装置
・示差走査熱量測定装置

先端生命医科学センター 遺伝子解析、タンパク質解析、細胞観察
など、生命科学研究に関する装置を整備

主な研究装置
・Real-time PCR装置
・フローサイトメーター
・共焦点走査型顕微鏡

研究開発センター 分子構造解析、ナノ加工装置、ナノ計測
装置などに関する装置を整備

主な研究装置
・核磁気共鳴装置
・クラス100クリーンルーム
・走査型電子顕微鏡（遠隔操作対応）

有機化合物分析、低分子化合物分析、
金属元素分析、イオン成分分析などに関
する装置を整備

主な研究装置
・ガスクロマトグラフ質量分析装置
・液体クロマトグラフ質量分析装置
・ICP発光分光分析装置

環境保全センター

各務記念材料技術研究所

材料の加工・試験機器、熱処理装
置、表面構造解析などに関する装置
を整備

主な研究装置
・マシニングセンタ
・電界放出型オージエ電子分光装置
・サイリスタ式高周波誘導炉
・電子顕微鏡
・旋盤、フライス盤

コアファシリティプログラム推進体制とデータの管理・帰属

✓ 一元的な研究基盤の整備・運用管理
体系の構築

✓ 技術系職員によるコアファシリティ
機器の運用・管理支援

⚫ 各センター・研究所ごとに実施し
てきた研究装置の共用化推進
から、研究基盤整備部会を統
括部局とした機関全体の統一
的な管理・運用へ移行

⚫ 研究者の利便性の向上と研究
活動の活性化、研究力の強化
を実現

コアファシリティ設備・機器グランドデ
ザインの制定（2021年7月）

➢ コアファシリティ機器・設備を活用し
て取得したデータは大学帰属

➢ 研究基盤に特化した研究データマネ
ジメントの試行
✓ ポリシー・プランの策定
✓ 研究データの整備・集約
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研究データマネジメントの試行： 体系的なデータ整備・管理

⚫コアファシリティ機器（主として計測分析機器）で取得された研究データ（生データ）は、クラウド
サーバー上のコアファシリティ管理フォルダに保管（大学に帰属し、大学が管理）。

➢ 研究データの紛失防止と、疑義が生じた場合の遡及性の担保が目的

⚫コアファシリティ機器を使う教員は、計測分析データ等をコアファシリティ管理フォルダから教員管理
のフォルダに必要に応じて移管し活用。

サブフォルダ構成
✓ 機器別
✓ 使用者別
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研究共用機器
装置PC

利用者（学生）
PC

CD-R

これまでの運用
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研究データ

公的資金2

データマネジメントプラン2

メタデータ2

早稲田大学クラウドサーバー

⚫クラウドサーバー上にデータマネジメントフォルダ（DMF）を作成し、データマネジメントプラン、
メタデータと関連付けて研究データを保管・管理。

⚫公的資金に係わるメタデータは、並行して研究データ基盤システムに登録。

⚫データマネジメントプランに応じて、データ利活用の促進を図る。

研究データマネジメントの試行： データマネジメントに向けた展開

教員（研究室）A

ーーーーー

DMF ２

DMF １

データマネジメント
フォルダ（DMF）

研究課題１

データマネジメントプラン1

メタデータ1

研究データ基盤システム
（NII Research Data Cloud）

登録研究データ生データ
加工データ

登録

教員管理フォルダ

教員（研究室）A

ーーーーー

生データ
加工データ

コアファシリティー
関連データ
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2023年度
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コアファシリティー
機器１

教員（研究室）A

コアファシリティ
管理フォルダ

コアファシリティー
機器２

ーーーーーーーーーー

共用研究機器

ーーーーー

計測データ

⚫現状は、計測分析機器メーカー各社で異なるコード形式や格納方式のデータフォーマットを使用
（このため機器別のデータ管理に利便性あり）。

⚫今後は、現在進められているJIS化（注）に合わせて、共通データフォーマット形式でデータを格
納・管理。計測メタデータも付与され、利用価値が向上。

共通データフォーマット形式では、測定条件、
試料情報などの計測メタデータも付与され
可読に。

今後の展開： 体系的なデータ整備・管理（標準化事業との連携）

【現状】
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データコンバータ経由で
JIS共通データフォーマットに変換
（コード形式や格納方法を統一）

【JIS化】

各メーカー・各機種の出力データ

（データ形式の共通化）
<document>

         

</document>
<protocol>
         
</protocol>
<data>
         【今後】

注:2023年2月にJIS原案
を日本規格協会に提出済み
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ご清聴有難うございました
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